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う用語は使わずに荷重作用をうけていてもだいたいの

ところフルｰト輯カ猟トの形をもっているものをフル…

ト1カストとよびその源形をほとんどとどめていない

ものを繭一ボ歯カストとよんでもそれほど混乱は為こ

らないのではないかと袴えている｡

おわ轡紀流痕と荷重痕とについて筆者が調べた紀

伊半島南部の牟婁層灘におげるいくつかの例を中心とし

て述べた流痕にはここに綴介した以外はもいくつ

かの型秘如られているか残念姉婁ら手許ぽ適当な写真

がないので蜜た別の機会にふれること虹したい｡本文

中ですではふれたようにこれらは牟婁層灘のおもな

構成相であるようなフジッシ型といわれる砂岩頁岩の有

律綱互層ぽ非常に多くみられるものである｡

画商員本外帯はおいては三畳紀ないし皿ラ紀以降欝

三紀中頃蜜で地陶斜状態にありた&恩渚)れる四万十区の

堆積物(鯉万十累層灘&いわれる)秘著しい造構運動

によって全体として等斜綴曲を示したり局地内記ひど

く擾乱している白そのうも吉篤三系と詩史られる部分

(牟婁糧灘はこれに当たる)には非常に厚いフリッジ

型の地層秘発瀧していてその層序構造の解析がむずか

しく全体的に蛮淀勅蛮りよく杓かっていない由椀

痕1荷箆痕は前節で述べられ淀級化成層1漣痕次姉で

紹介する生痕化孫の王都ととも紀地層が正常層か転倒

層かを野外で判別するための非常によい鍵になるのであ

る･その判別は等斜摺曲をしている地層の構造を知る

上には絶対欠かすことカミできないものである.また

流痕の1部とくにフルｰト･カストは堆積時における

堆積物を供給した水流の方向を示しそれの解析が堆積

時の古地理的諸条件を知る上で1つの手がかりとなるζ

とはすでに欧米諸国の学者が示しているところである.

漢さにこのようなところに上に述べた地割二みら机

篭諸現象のくわしい観察の実用的価値カ雲あるといえる

のである.第63図に紀伊半島南部の牟婁層群につい

て筆者カミ流痕その他の地割こみられる初生的構造の

観察に基づいて描いた地質断面図を示した.図の大部

分では地層は北東の走向で北にかたむいている.一

見単斜構造のようであるが詳しく調べた結果実は断

面図に示すような等斜摺曲構造であることがわかったの

である.

しかし1つ問題カミある.というのは実用的価値は

別としてとくに流痕については日本ではまだあまり

系統的には研究されていないことである.筆者自身ま

だくわしい研究をやっているわけではなく実は本文

申に述べたいろいろの型の流痕の成因に関しては｢借り

もの｣なのである.これらを利用して未解決の層序･

構造･古地理を明らかにすると同時に成因を是非われ

われ自身で究明していかなければならないと筆者は考

克ている.この項をまとめるにあたって地質調査所

の寺岡易司技官から貴重なご意見をいただいた.同氏

に厚くお礼申し上げる.と筆者註地質部)

化石

～生痕の2例～

水野篤行

古生物の生活した跡カミなんらかの形で残されているも

のを総称して生痕とよぶ.生痕には足跡･はい跡･

巣穴･排泄物そのほかがふくまれる.いわゆる砂管の

多くは巣穴であることが最近の研究でわかっていてこ

れも生痕に属する.ふつうの化石は古生物カミ死後多か

ん少放かれ運搬され埋没した結果のものであるカミこれ

らは古生物が生活していた場所そのものを示すのでと

くに堆積環境を推定する上の重要な武器として注目され

ている.しかし研究がむずかしいので一般にま

だそれほど研究カミ造んでいたいのが現状である.ここ

では紙面の関係もあり2つの例を紹介するにとどめ

改めて詳しい紹介をすることにしよう.

その1つは前節で多くの例をひいた紀伊半島の古第

三紀牟婁層群に非常に多数みられるもので簑6465

両区に示したものである.とくに細粒ないし微粒の

砂岩単層の底面にはほとんど凸型の形でどこでもみられ

る.いわゆる底痕の1つを構成するもので地層の上

下判別のよい規準となる.かつて高知大学の甲藤次郎

博士が四国の室戸層群から発見してτ03α加肋㎞腕5

6〃㈹oまαと名づけた化石によくにた形牢しているカ茎多

少ちがう点もあり.はたしてそれと同じものかどうかは

疑わしい.甲藤博士はそれをある種の環形動物の海底

下におけるはい跡だと考えたカミここに示したものもお

そらくはい跡正確にははい跡の型と思われる､

もう1つのタイプの生痕を第66図に示した.これは

洪積世の下末吉層(写真の左上半部)が堆積する以前に

海岸の岩礁をつくっていた鮮新世の三浦層群上部層の泥

岩(写真の右下半部の白っぽい部分)の表面に穿孔貝の

カモメガイのたかまカミ穴をあけた跡である.穿孔貝は

石や木に自分のカで穴をあけてそのなかで生活するの

であるが.時には貝の化石が穴の底にみられることもあ

る.このようたタイプの生痕は上下の地層の間に下�
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の地層カ茎水上に露出していたこと一長期にわたる無堆積

一すなわち不整合関係カミあることを示すもので不整合

の判定に重要な役割をはたすものである.第67図に第

66図に示したところの露頭全景をかかげた.

第64図一A

這跡のみら拠る地層紀伊半島南部古第三紀牟婁層群

(嬉倒層)はい鰍ま写真で黒いすじをしてみらオしる微粒

砂岩薄層の底面に流痕とともに印せられている

第64図一B

紀伊半島南部牟婁層群の微粒砂岩礫層の底面

上に型としてみられる生痕約1.8倍

第65図

紀伊半島南部牟婁層群にみられる生痕約2/3倍

第67図第66図と同1二場所崖の下率の筒つ鰍嚇分1嚢

鮮新統その上位に不整合闘犠で下爽費鰯躯機

たわりさらに上方に下來音樽一義鰯1斌麟簸

ロｰム酒･立川ロｰム層と繍いでい器鰯の浄

央からやや上位で水平的に遼続す嵩帥嚇1凄簾

京浮肩層と呼ばれてv･るもの鰯剛嚢ぽ瞭築翻

で下末吉層の基慶面は谷状に大慧く刊ζ翻夢こ

んでいる第66図はこの園の卵苛累郷鱒りい

ているところ�


